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糸島へ出前講座～共に防災意識を高めあう 
 

去る 9 月 29 日(日)、「糸島ひとの輪ネット防災講座」に招聘していただき、星野洋子、中嶋玲子、

森部佐和子、師岡愛美の4名が参加しました。会場には川崎俊丸県議、行政職員他50名ほどの

方々が強い関心をもって参加されていました。 

 

＜主な内容＞ （司会進行 森部） 

① 理事長挨拶（星野） 

② 2017 年の豪雨災害時と復興途上にある被災地の現在の様子についてDVDで紹介（師岡） 

③ 防災講座を中心にパワーポイントで紹介（星野） 

④ 自身の被災体験を含めて講演（中嶋） 

⑤ 質疑・意見交換 

 

＜まとめ＞ 

意見交換では、被災直後の其々の

対応や心構えになどについて質問が

出されました。防災講座で学んだこと

などを活かしながら、改めて相互で学

び合う有意義な意見交換となりました。

また、講演では被災当事者だから伝

えることのできる話も多く、参加者は真

剣に聞き入ってありました。 

遠くて一日がかりの出前講座は大

変でしたが、糸島の皆さんの積極的な

取り組みに感心し、新たな人々との出

会いを嬉しく思いました。 

（師岡愛美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発用の 

↑朝倉の被災状況の説明 団服姿の女性消防団員も参加 

（左）住民向け啓発用の広報紙やハザードマップの展示 （中）非常持ち出し袋の中身の説明 （右）段ボール製の簡易ベッド 

災害の経験がないにもかかわらず、ロビーは工夫を凝らしたさまざまな展示物であふれ、糸島の住民と行政の本気を感じた。 
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意思決定の場への女性の参画状況に関する質問      

2019年 10月 1日現在 

 

※市町村議会議長は議会議員には含みません 

 

 朝倉市 筑前町 東峰村 

役職名 女性の数

（全体数） 

女性の数

（全体数） 

女 性 の 数

（全体数） 

市町村長   0(  1)   0(  1) 0 (   1 ) 

副市町村長   0(  1)   0(  1) 0 (   1 ) 

部長   1(  8)   0(  0) 0 (   0 ) 

課長   6( 34)   4( 16) 1 (   9 ) 

参事   0(  3)   1(  1) 0 (   0 ) 

課長補佐   0(  5)   5( 16) 2 (   3 ) 

係長  33(100)  14( 45) 1 (  1 3 ) 

教育長   0(  1)   0(  1) 0 (  0 ) 

教育委員   1(  4)   2(  4) 2 (  4 ) 

社会教育委員   4( 10)   6( 10) 2 (  8 ) 

農業委員   1( 19)   2( 19) 1 (  1 1 ) 

行政改革委員   －   －   － 

民生委員児童委員  64(150)  24( 47) 6 (  1 2 ) 

人権擁護委員   4( 10)   3(  7) 1 (  2 ) 

選挙管理委員   0(  4)   2(  4) 0 (  4 ) 

市町村議会議長   0(  1)   0(  1)   0(   1) 

市町村議会議員 3( 17)   2( 13) 0 (  9 ) 

行政相談委員   2(  3)   1(  2) 1 (  1 ) 

小学校 PTA会長   0( 11)   0(  6)  0 (  0 ) 

中学校 PTA会長   0(  6)   0(  2) 0 (  1 ) 

 

 

 

 

 

 

  

 朝倉市 筑前町 東峰村 

審議会  65(182)  53(129)   9( 30) 

協議会  15( 58)  31( 68)   3( 40) 

委員会  25( 92)  34( 84)   3( 41) 

女性の参画率 31.6%    42.0%    13.5% 

   

男女共同参画 

担当課 

総合 

政策課 

企画課 住民 

税務課 

 

審議会等における女性委員の割合 

 

審議会・協議会・委員会は地方自治法第 202 条の 3 に

基づいて設置されているものとします 

『2018 年度 

福岡県男女共同参画白書』より 

      （H.30.4.1 現在） 

審議会等における女性議員の登用状況 

 1 位 北九州市 51.7％ 

 2 位 久留米市 44.5％ 

 5 位 筑前町  39.4％ 

 21 位 朝倉市  31.8％ 

 54 位 東峰村  18.1％ 

     県全体   32.1％ 

 

 

（2019．4．7 選出） 

福岡県議会女性議員の比率 10.3％ 

議員現員数  87 人 

     女性議員数   9 人 

 長い歴史の中で、朝倉市郡選挙区から

も初めて女性議員が誕生しました。 

 

 

『女性の政治参画マップ２０１９』 

（作成：内閣府男女共同参画局 より） 

 

都道府県議会における 

女性議員の比率 

15％以上       4 都府県 

10％以上～15％未満  14 道県 

 5％以上～10％未満 19 県 

 5％未満      10 府県 

全国合計では議員現員数 2,609 人  

女性議員数 262 人で 10,0%です。 

女性議員がゼロの 

市区町村議会の比率 

  0％以上～10％未満 13 都府県 

 10％以上～15％未満   4 県 

  15％以上～20％未満   6 県 

  20％以上         24 道県 

平成29年12月 31日現在では女性議

員ゼロの町村議会 

が 3割以上でした。 

 
 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1572241304/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDE3OS5odG1s/RS=%5eADBY33b8UcZLR1Zdlw5VP0_4nwoPAE-;_ylt=A2RivQAYLrVdfAYAfBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1572241304/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDE3OS5odG1s/RS=%5eADBY33b8UcZLR1Zdlw5VP0_4nwoPAE-;_ylt=A2RivQAYLrVdfAYAfBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1572241304/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDE3OS5odG1s/RS=%5eADBY33b8UcZLR1Zdlw5VP0_4nwoPAE-;_ylt=A2RivQAYLrVdfAYAfBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1572241304/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdDE3OS5odG1s/RS=%5eADBY33b8UcZLR1Zdlw5VP0_4nwoPAE-;_ylt=A2RivQAYLrVdfAYAfBiU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1572241536/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=--/RS=%5eADBeigHIFJNJTnMrDQE8gqOE1C2cWE-;_ylt=A2RiouUAL7VdkykA.QaU3uV7
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政治分野における男女共同参画の推進に関する法律 

昨年、男女の候補者の数ができる限り均等となることを目指す法律ができました 

 

 

目的 政治分野における男女共同参画を効果的かつ積極的に推進し、男女が共同して参画

する民主政治の発展に寄与する。 

基本原則 
① 衆議院、参議院及び地方議会の議員の選挙において、男女の候補者の数ができる限り均

等となることを目指して行われるものとする。 

② 男女がその個性と能力を十分に発揮できるようにする。 

③ 家庭生活との円滑かつ継続的な両立が可能となるようにする。 

責務等 
① 国・地方公共団体は、政党等の政治活動の自由及び選挙の公正を確保しつつ、必要な施

策を策定し、実施するよう努めるものとする。 

（実態の調査及び情報収集等、啓発活動、環境整備、人材の育成等） 

② 政党等は、所属する男女のそれぞれの公職の候補者の数について目標を定める等、自主

的に取り組むよう努めるものとする。 

基本的施策 

① 実態の調査及び情報の収集等   ② 啓発活動 

③ 環境の整備                      ④  人材の育成等 

法制上の措置等 

実態の調査及び情報の収集の結果を踏まえ、必要があると認めるときは、必要な法制上又

は財政上の措置を講ずるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益城町男女共同参画社会推進懇話会との交流報告会 

10 月 18 日(金)10 時～ 朝倉生涯学習センター   
 

早朝から雨の中、益城町男女共同参画社会推進懇話会メンバー7 名と益城町の行政から 2 名お見

えになり、風おこしの会のメンバー6 名と朝倉市男女共同参画課の柳瀬係長も参加され交流会が始

まった。 

星野理事長と益城町懇話会池田会長の挨拶の後、お互いのメンバー紹介があり、3 年前の地震によ

る益城町の被害状況を報告された。風おこしの会からは、九州北部豪雨の朝倉市の被害状況の報告

と風おこしの会の活動状況の説明を行った。 

メンバーの中には被災者が数人おられ、経験談やその後の対応等、被災者ならではのご苦労や心

情などを報告された。地震と水害の違いはあるが、被災直後の避難所運営や支援について、女性なら

ではの知恵や地域の協力が必要なこと等が確認できた。11 時半の終了予定が質問や意見が多く出て、

15 分ほど超過し有意義な意見交換であった。 

地震で家屋が全壊している方も数名おられたが、前向きに進んである姿に勇気を貰い、改めて男

女共同参画における『自助・共助・公助の必要性』を実感した交流会となった。 

（古賀芳美） 

 法律の概要(平成 30 年 5 月 23 日公布・施行) 
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第２９回 風おこしフォーラム 

東日本大震災と熊本地震、二度の大災害を経験した親子（ママ&中学生）防災士を招き、 

誰でもできる備えを楽しく学びます。最後に「花が咲く」の歌が心に響く講演会です。 
 

誰でもできる優しい防災 ～もしもに備えるいつも～ 
日 時 ：2020 年 2 月 11 日（火・祝） 

講 師 ：柳原志保さん（歌うママ防災士）・柳原拓巳さん（中学 2年防災士） 

会 場 ：朝倉地域生涯学習センター ２階 会議室１ 

 編 集 後 記  

庭の夕顔が、まだ夏だよと言わんばかりにつ

ぼみを膨らませている。畑には冬瓜やゴーヤも

冬野菜の傍らから、ぼこぼこといたる所に芽を

出している。時は 11 月下旬。こんなことは初め

てだ。朝顔などは、小さいながらも花を咲かせ

ている。健気どころか恐ろしく気持ちが悪い。 

気候の変化。相次ぐ災害に先の不安は拭えな

い。災害は避けることができないだけに、日常

の備えや地域づくりが要になる。災害の教訓を

忘れずに実践してこそ備えになるだろう。 

「目…」の発行も 100 号以来、多くが災害に

関連した内容になった。願わくは、この号をも

って「災害」の２文字を使わなくてすむように

と祈るばかりである。      （星野洋子） 

 風 の 音  

令和元年残り少なくなりました。日暮れが早く

なり、夕方の気ぜわしさと共に年賀状、お歳暮と、

新年を迎える準備のことが頭をよぎるがまだ手

付かずのままでいます。 

そんな中、天皇即位国民祭典の祝賀式、祝賀御

列パレードのテレビ放送を観ました。アイドルグ

ループ「嵐」の奉祝曲を聴いて心がほっこり‼ 

天皇皇后両陛下の笑顔で幸せを感じて皇室の伝

統と文化の素晴らしさを感じ、心から日本人とし

ての喜びに浸りました。 

一方で、相次ぐ台風と大雨による被害のニュー

スを見ると心が痛みます。毎年、記録的大雨によ

る災害が各地で起き、いつ遭うかわからない自然

災害の事を思うと「今」を大事に、周りの方々と

の関わりを大切に楽しく、日々を送って行こう

と、改めて思います。      （別府恵子） 

嘉麻市へ 研修視察に行きました 

8 月 1 日(木)9 時、晴天の中朝倉を出発し、10 時半過

ぎには嘉麻市に到着しました。午前中には織田美術館・

郷土館・平和祈念館を案内していただきました。平和祈

念館の入口には、八女の平和祈念館より分灯された原

爆の灯がともされていました。 

午後のかま男女共同参画推進ネットワークとの交流

会では、嘉麻市から「行政との協働」や「防災への取り

組み」について具体的に詳しく説明がありました。問題

解決に向けて行政と何度もしつこく相談することや、地

域の防災組織の立ち上げへの情熱など、活動の進め方

や向き合い方はとても参考になりました。 

午後 3 時すぎ交流会を終え帰路につき 4 時半帰着。

心地よい疲れと充足感に満ちた一日でした。 

（真子桂子） 

岩手大学准教授 堀久美さん来訪 

10 月 13 日(日)、九州北部豪雨被災に対

する風おこしの会の活動について、直接詳

しい話を聴きたいとの堀准教授の要望を

受け、朝倉生涯学習センターでお会いしま

した。準備資料に沿った出前講座・フォー

ラム・元気塾についての具体的な説明のあ

と、活発な質疑応答・意見交換をしました。 

「風」２号 できました！ 

2016～2018 年度風おこしの会の活動をま

とめた冊子「風」２号ができました。会員の皆

さんには各地の連絡員を通じてお届けしま

す。ぜひご一読ください。 


